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第４６回全国障害者技能競技大会 

＜１０３＞ ＤＴＰ 事前公表課題 

【課題設定趣旨】 

DTP（デスクトップ・パブリッシング）はパソコンソフト上でデザインから印刷につな

がるデータ作りをする工程です。そこではプランニングする力やレイアウトの能力が求め

られ、メインタイトルやサブコピー、色彩やレイアウト、フォントの選択、イラストや写

真の効果的な活用など、多様な要素を総合的に判断しまとめ上げる力と、画像処理技術、

製版関連の知識等オールマイティな専門知識が必要とされます。 

デジタル技術の進歩とともに、Web や SNS など様々な広告媒体が生まれ、表現の手法

も同様に多様化しています。その中で紙媒体の良さを生かした広告表現とは何か、改めて

問われています。 

今回は、告知の基本ともいえるポスター制作を題材に、目的を解説しながら興味を喚起

するコンテスト参加募集を課題として設定いたしました。 

 

【使用機材・材料】 

●使用機器 

・OS  Windows 11 Pro 

・ソフト Adobe 社 Photoshop CC 

 Adobe 社 Illustrator CC 

 Adobe 社 Acrobat Pro DC 

 

●支給材料 

・A3 カラープリンタ用紙  6 枚（プリンタにセット済） 

・B4 サイズ下書き(ラフ)用紙 3 枚 

・課題データ一式  デスクトップ上のフォルダに配置 

・作品保存用 USB メモリ  1 個 
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【DTP 競技課題】 

「エシカル消費と地産地消を啓発するレシピコンテスト」の告知ポスター 

※内容は後述の詳細説明を参照。 

 

 

【印刷仕様】 

ポスター／サイズ B4（片面カラー） 

※裁ち落とし 3mm トンボ配置。 

※競技の都合上 B４サイズでの出力としますが、B2 サイズでの印刷を想定して作成してく

ださい。 

 

【制作上の条件】 

このコンテスト専用のアイコン（ロゴマーク、キャラクター等）を考案し、作品の中に入

れること。 

 

【競技時間】 

・3 時間 30 分 

※提出作品のプリント出力時間は含みません。 

 

【制作物】 

・上記仕様の印刷物データを指定アプリケーションによって作成する。 

・完成後、最終提出物（１作品）を提出する。 

 

【最終提出物】 

競技終了時には下記を提出してください。 

① 完成データのプリントアウト 

② 印刷工程に渡すための PDF データ 

③ レイアウトに使用したデータの入ったフォルダ 

※②③は机上の USB メモリにコピーしてください。 

（ファイル名は「②Print_競技者氏名」、③のフォルダ名は「③Design_競技者氏名」とし

てください。） 
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【注意事項：課題の事前作成とテキストおよび画像の使用について】 

下記の項目について事前に制作したデータの持ち込みを可とします。下記の注意に従って

データを作成、収集し競技前日のオリエンテーション時に持ち込んでください。 

※オリエンテーション時に持ち込まれたデータ内容を競技スタッフが確認します。 

※競技用の PC に DVD ドライブは付属していません。USB メモリをご用意ください。 

１．画像 

・アイコンのデータをはじめ、表現上必要なイラストや写真は自作あるいは利用許諾条件

を満たした素材を使用してください。 

・自身で作成したのであれば生成ＡＩで作成した画像も使用可とします。 

２． テキスト 

・課題に記載された情報から必要なコピーを作成してください。 

・すべての情報を使う必要はなく、表現上必要なものを使用してください。 

３．禁止事項 

・レイアウトとして完成したものは持ち込み不可とします。 

 

【競技中のプリント出力】 

●テスト出力 

・作品制作途中において、仕上がりを確認するために、それぞれ２回に限りテスト出力が

できます。これらの出力を最終作品として提出しても構いません。 

・テスト出力は実施しなくても構いません。ただし、競技時間終了間際には混みあってテ

スト出力ができない場合もありますので注意してください。 

●最終作品の出力 

・競技時間終了後に実施します。出力の順番は競技委員の指示に従ってください。 

・最終作品には、競技者番号、競技者氏名を明記してください。 

 

【競技上の注意事項】 

・筆記用具、カラーマーカー、電卓の持ち込みは可。 

・競技時間内に作品が完成した場合は競技委員に申し出て競技を終えても可。 

 

【競技上の禁止事項】 

・競技中に、スマートフォン、スマートウォッチ、タブレット等の通信機器を使用しては

ならない。 

・競技中に、参考書、メモ等を参照してはならない。 

・競技時間中にスタッフ以外から指導や助言を受けてはならない。 

・他の選手やスタッフの妨害をしてはならない。 

・競技時間に遅刻すること及び競技時間中に許可なく席を離れてはならない。 
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・定められた競技時間・競技エリア以外で課題を実施してはならない。 

・競技時間中に、付添人が競技エリアへ入場してはならない。 
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【競技課題の詳細説明】 

【題材】「エシカル消費と地産地消を啓発するレシピコンテスト」 

■コンテスト開催の主旨 

私たちの毎日の食事は、実は地球環境と深くつながっています。何気なく選んでいる食

材や調理方法、その背景にある生産者の努力や地域の自然環境を意識することで、私たち

は“食べる”という行為を通じて未来を守る力を持つことができます。今回、県では県民の

みなさんと一緒に環境問題を身近に考えるきっかけをつくるため、「エシカル」と「地産

地消」をテーマにしたレシピコンテストを開催します。 

エシカル（倫理的消費）とは、人や社会、環境に配慮した思いやりのある選択をするこ

とを指します。例えば、無理な労働を強いられていない生産者の作った食材を選ぶこと、

環境負荷の少ない農法で育てられた野菜を使うこと、食品ロスを減らすために余りが出に

くいレシピを工夫することなど、私たちができる行動は多岐にわたります。エシカルな視

点を持つことで、食材の背景にあるストーリーに目を向け、より豊かで責任ある食生活を

送ることができます。 

さらに、地産地消は環境保全において非常に重要な役割を果たします。地域で採れた食

材を地域で消費することで、長距離輸送に伴うCO₂排出を大幅に削減できます。また、地

元の農家や漁業者を支えることにもつながり、地域経済の活性化や農地の維持にも貢献し

ます。新鮮で旬の食材を使うことで、栄養価が高く、味わい豊かな料理が生まれる点も大

きな魅力です。地産地消は、環境にも地域にも、そして私たち自身の健康にも良い循環を

生み出す取り組みなのです。 

今回のレシピコンテストでは、こうした「エシカル」と「地産地消」の視点を取り入れ

た、あなたならではの料理を募集します。特別な技術や高価な食材は必要ありません。身

近な野菜や地域の特産品を使い、環境にやさしい工夫を盛り込んだ一皿であれば、どなた

でも参加できます。例えば、地元の旬野菜を使った家庭料理、食品ロスを減らすための“使

い切りレシピ”、環境負荷の少ない植物性食材を活用したメニューなど、アイデアは自由で

す。 

あなたのキッチンから生まれる一皿が、地域の未来をより良い方向へ動かす力になりま

す。ぜひ、この機会に「食」と「環境」のつながりを見つめ直し、楽しみながら地球にや

さしい料理づくりに挑戦してみてください。皆さまの創意工夫あふれるレシピを心よりお

待ちしています。 

※上記の解説文をもとにキャッチコピー、ボディコピーを作成してください 
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【掲載すべき項目】 

 

応募資格 プロ、アマ問いません。どなたでも応募できます。 

応募要領 エシカル消費および地産地消に貢献すると思われる、自作・未発表のレシ

ピを料理の写真を添えて Web にてご応募ください。 

▼申込専用フォーム 

https://forms.gle/eAW78P8Vg6etUcrh8 

締め切り 2026 年 12 月 31 日 

選考方法 一次審査／書類選考（10 作品程度） 

二次審査／試食審査（調理師による料理実演および考案者によるレシピ説

明） 

表彰 最優秀賞 １名（副賞：全国共通お米券 5 万円分） 

優秀賞  ２名（副賞：地ビール詰合せ） 

特別賞  ２名（副賞：地産品カタログギフト） 

主催 県消費生活センター 

 

 


